
JP 2019-168436 A5 2020.4.30

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年4月30日(2020.4.30)

【公開番号】特開2019-168436(P2019-168436A)
【公開日】令和1年10月3日(2019.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2019-040
【出願番号】特願2018-58647(P2018-58647)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  17/00     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ  11/65     (2018.01)
   Ｆ２４Ｆ   3/153    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   17/00     　　　　
   Ｆ２４Ｆ   11/65     　　　　
   Ｆ２４Ｆ    3/153    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月16日(2020.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気の温度を検出する温度検出部と、
　前記空気の相対湿度を検出する湿度検出部と、
　前記空気の温度及び湿度を調整する空調機と、
　前記温度検出部による検出温度が設定温度になるように前記空調機によって前記空気の
温度を調整させつつ、前記設定温度と同じ温度で且つ設定相対湿度と同じ相対湿度の空気
の水蒸気分圧を有する空気であって前記検出温度と同じ温度の空気の相対湿度である調整
設定湿度を算出し、前記湿度検出部による検出相対湿度が前記調整設定湿度になるように
、前記空調機による前記空気の湿度の調整を行う制御部と、
を備える温湿度調整装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記設定温度の空気の飽和蒸気圧、前記検出温度の空気の飽和蒸気圧及
び前記設定相対湿度に基づき前記調整設定湿度を算出する
請求項１に記載の温湿度調整装置。
【請求項３】
　各温度の空気の飽和蒸気圧を記憶する第一記憶部を更に備え、
　前記制御部は、
　前記第一記憶部から前記設定温度の空気の飽和蒸気圧及び前記検出温度の空気の飽和蒸
気圧を取得し、当該取得した前記設定温度の空気の飽和蒸気圧及び前記検出温度の空気の
飽和蒸気圧と前記設定相対湿度とから、前記調整設定湿度を算出する
請求項２に記載の温湿度調整装置。
【請求項４】
　各温度の空気の飽和蒸気圧を記憶する第一記憶部と、
　各温度及び各相対湿度の空気の水蒸気分圧を記憶する第二記憶部と、
を更に備え、
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　前記制御部は、
　前記第一記憶部から前記検出温度の空気の飽和蒸気圧を取得し、前記設定温度及び前記
設定相対湿度の空気の水蒸気分圧を前記第二記憶部から取得し、当該取得した飽和蒸気圧
及び水蒸気分圧から、前記調整設定湿度を算出する
請求項２に記載の温湿度調整装置。
【請求項５】
　前記制御部は、算出した前記調整設定湿度が１００パーセントを超える場合、前記調整
設定湿度を１００パーセント以下に制限する
請求項１から４の何れか一項に記載の温湿度調整装置。
【請求項６】
　空気の温度を検出する温度検出部と前記空気の相対湿度を検出する湿度検出部と前記空
気の温度及び湿度を調整する空調機とを備えた温湿度調整装置を制御する制御装置であっ
て、
　前記温度検出部による検出温度が設定温度になるように前記空調機によって前記空気の
温度を調整させつつ、前記設定温度と同じ温度で且つ設定相対湿度と同じ相対湿度の空気
の水蒸気分圧を有する空気であって前記検出温度と同じ温度の空気の相対湿度である調整
設定湿度を算出し、前記湿度検出部による検出相対湿度が前記調整設定湿度になるように
、前記空調機による前記空気の湿度の調整を行う制御部を備える
制御装置。
【請求項７】
　空気の温度を検出する温度検出部と前記空気の相対湿度を検出する湿度検出部と前記空
気の温度及び湿度を調整する空調機とを備えた温湿度調整装置において、
　前記温度検出部による検出温度が設定温度になるように前記空調機によって前記空気の
温度を調整させつつ、前記設定温度と同じ温度で且つ設定相対湿度と同じ相対湿度の空気
の水蒸気分圧を有する空気であって前記検出温度と同じ温度の空気の相対湿度である調整
設定湿度を算出し、前記湿度検出部による検出相対湿度が前記調整設定湿度になるように
、前記空調機による前記空気の湿度の調整を行う制御方法。
【請求項８】
　空気の温度を検出する温度検出部と前記空気の相対湿度を検出する湿度検出部と前記空
気の温度及び湿度を調整する空調機とを備えた温湿度調整装置を制御する制御プログラム
であって、
　前記温度検出部による検出温度が設定温度になるように前記空調機によって前記空気の
温度を調整させつつ、前記設定温度と同じ温度で且つ設定相対湿度と同じ相対湿度の空気
の水蒸気分圧を有する空気であって前記検出温度と同じ温度の空気の相対湿度である調整
設定湿度を算出し、前記湿度検出部による検出相対湿度が前記調整設定湿度になるように
、前記空調機による前記空気の湿度の調整を行う制御プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明による温湿度調整装置は、空気の温度を検出する温度検出部と、前記空気の相対
湿度を検出する湿度検出部と、前記空気の温度及び湿度を調整する空調機と、前記温度検
出部による検出温度が設定温度になるように前記空調機によって前記空気の温度を調整さ
せつつ、前記設定温度と同じ温度で且つ設定相対湿度と同じ相対湿度の空気の水蒸気分圧
を有する空気であって前記検出温度と同じ温度の空気の相対湿度である調整設定湿度を算
出し、前記湿度検出部による検出相対湿度が前記調整設定湿度になるように、前記空調機
による前記空気の湿度の調整を行う制御部と、を備える。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、本発明による制御装置は、空気の温度を検出する温度検出部と前記空気の相対湿
度を検出する湿度検出部と前記空気の温度及び湿度を調整する空調機とを備えた温湿度調
整装置を制御する制御装置であって、前記温度検出部による検出温度が設定温度になるよ
うに前記空調機によって前記空気の温度を調整させつつ、前記設定温度と同じ温度で且つ
設定相対湿度と同じ相対湿度の空気の水蒸気分圧を有する空気であって前記検出温度と同
じ温度の空気の相対湿度である調整設定湿度を算出し、前記湿度検出部による検出相対湿
度が前記調整設定湿度になるように、前記空調機による前記空気の湿度の調整を行う制御
部を備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明による制御方法は、空気の温度を検出する温度検出部と前記空気の相対湿
度を検出する湿度検出部と前記空気の温度及び湿度を調整する空調機とを備えた温湿度調
整装置において、前記温度検出部による検出温度が設定温度になるように前記空調機によ
って前記空気の温度を調整させつつ、前記設定温度と同じ温度で且つ設定相対湿度と同じ
相対湿度の空気の水蒸気分圧を有する空気であって前記検出温度と同じ温度の空気の相対
湿度である調整設定湿度を算出し、前記湿度検出部による検出相対湿度が前記調整設定湿
度になるように、前記空調機による前記空気の湿度の調整を行う。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明による制御プログラムは、空気の温度を検出する温度検出部と前記空気の
相対湿度を検出する湿度検出部と前記空気の温度及び湿度を調整する空調機とを備えた温
湿度調整装置を制御する制御プログラムであって、前記温度検出部による検出温度が設定
温度になるように前記空調機によって前記空気の温度を調整させつつ、前記設定温度と同
じ温度で且つ設定相対湿度と同じ相対湿度の空気の水蒸気分圧を有する空気であって前記
検出温度と同じ温度の空気の相対湿度である調整設定湿度を算出し、前記湿度検出部によ
る検出相対湿度が前記調整設定湿度になるように、前記空調機による前記空気の湿度の調
整を行う。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　これらの構成では、空気の温度が設定温度になるまで調整されている間、当該調整中の
検出温度に対応する二つの相対湿度の差分が０になるように、前記空気の湿度を調整する
ことができる。これにより、空気の温度が設定温度になるまで調整されている間、当該調
整中の空気の温度に対応していない差分に基づき不要な加湿及び除湿が行われることを、
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抑制することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本構成によれば、調整設定湿度が１００パーセント以下に制限される。このため、湿度
検出部による検出相対湿度が、１００パーセントより大きい不適切な調整設定湿度になる
ように湿度の調整が行われることを、回避することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　このように、従来の環境試験装置では、空気の温度が設定温度ＳＶＴと同じになるまで
調整されている間、相対湿度センサＨＲによって検出される当該調整中の空気の温度に対
応する相対湿度と、当該調整中の空気の温度に対応しない一定の設定相対湿度ＳＶＨとの
差分が、当該調整中の空気の検出温度ＰＶＴに対応していない差分となり、当該差分に基
づいて不要な加湿及び除湿が行われる虞があった。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　そして、制御部１０は、図２の実線矢印に示すように、相対湿度センサＨＲによる検出
相対湿度ＰＶＨが調整設定湿度ＰＩＤＨになるように、空調機８０に現在空気ＳＣの湿度
の調整を行わせる。このように、制御部１０は、空調機８０に現在空気ＳＣの温度調整を
行わせつつ、空気ＳＴａの相対湿度である調整設定湿度ＰＩＤＨの算出、及び空調機８０
による現在空気ＳＣの湿度を当該算出した調整設定湿度ＰＩＤＨにする調整、を繰り返さ
せる。これにより、制御部１０は、現在空気ＳＣの温度及び相対湿度を、目標空気ＳＴの
設定温度ＳＶＴ及び設定相対湿度ＳＶＨに調整する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　この場合、制御部１０は、室温センサＴＲによる検出温度ＰＶＴが設定温度ＳＶＴ「３
０℃」になるように、空調機８０によって現在空気ＳＣの温度を調整しつつ、設定温度Ｓ
ＶＴと同じ「３０℃」で且つ設定相対湿度ＳＶＨと同じ「９０％」の目標空気ＳＴの水蒸
気分圧ＷＰＴを有する、検出温度ＰＶＴと同じ「６０℃」の空気ＳＴａの相対湿度である
調整設定湿度ＰＩＤＨ「１６％」を算出し、検出相対湿度ＰＶＨが調整設定湿度ＰＩＤＨ
「１６％」になるように、空調機８０に現在空気ＳＣの湿度の調整を行わせる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５４】
　その後、所定時間が経過する度に、制御部１０は、室温センサＴＲによる検出温度ＰＶ
Ｔが設定温度ＳＶＴ「３０℃」になるように、空調機８０に現在空気ＳＣの温度を調整さ
せたまま、調整設定湿度ＰＩＤＨを算出し直し、検出相対湿度ＰＶＨが、当該算出し直し
た調整設定湿度ＰＩＤＨになるように、空調機８０に現在空気ＳＣの湿度の調整を行わせ
る。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　これにより、時刻「ｔ１ｘ」において、制御部１０は、室温センサＴＲによる検出温度
ＰＶＴが設定温度ＳＶＴ「３０℃」になるように、空調機８０によって現在空気ＳＣの温
度を調整させたまま、調整設定湿度ＰＩＤＨ「８５％」を算出し、検出相対湿度ＰＶＨが
調整設定湿度ＰＩＤＨ「８５％」になるように、空調機８０に現在空気ＳＣの湿度の調整
を行わせる。その結果、時刻「ｔ１ｚ」において、試験室９内の空気の温度が、設定温度
ＳＶＴ「３０℃」と同じ温度に調整され、試験室９内の空気の相対湿度が、設定相対湿度
ＳＶＨ「９０％」と同じ相対湿度に調整される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　このように、制御部１０による空気の温度及び湿度の調整制御によれば、時刻「ｔ１１
」から、空気の温度が設定温度ＳＶＴ「３０℃」になり、且つ、空気の相対湿度が設定相
対湿度ＳＶＨ「９０％」になる時刻「ｔ１ｚ」までの間、空気の絶対湿度が、設定温度Ｓ
ＶＴ「３０℃」と同じ温度で且つ設定相対湿度ＳＶＨ「９０％」と同じ相対湿度の空気の
絶対湿度（０．０２４４ｋｇ／ｋｇ．Ｄ．Ａ．）になるまで次第に減少し、従来のような
不要な加湿及び除湿が行われることを解消することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　このように、本実施形態の構成では、空気の温度が設定温度ＳＶＴになるまで調整され
ている間、当該調整中の検出温度ＰＶＴに対応する二つの相対湿度ＰＶＨ、ＰＩＤＨの差
分が０になるように、前記空気の湿度を調整することができる。これにより、空気の温度
が設定温度ＳＶＴになるまで調整されている間、当該調整中の空気の温度に対応していな
い差分に基づき不要な加湿及び除湿が行われることを、抑制することができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　本構成によれば、調整設定湿度ＰＩＤＨが１００パーセント以下に制限されるため、検
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出相対湿度ＰＶＨが、１００パーセントより大きい不適切な調整設定湿度ＰＩＤＨになる
ように湿度の調整が行われることを、回避することができる。
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